
 
 

港区の施策・事業等について 

部会で出された主なご意見と区役所の対応・考え方 
 

○こども青少年部会（平成28年度第３回：平成29年３月９日開催） 

番号 意見 区役所の対応・考え方 

１ 

ＬＧＢＴ問題に関心があって、区

が行なっているＬＧＢＴの取組み

に参加したいと思っても、内容が

専門的であったり、参加すると意

見を求められるような場だと参加

しにくい。初心者向けの取組みに

は、チラシに「気軽に参加してく

ださい」と記載するなど、参加し

やすくする工夫をしてほしい。 
 

レインボーカフェ３７１０（みなと）は、港

区において、多様な人々が個性と能力を発揮

できる社会づくりに向けた取組みを企画実施

するための集まりで、ＬＧＢＴ問題を取組み

の１つの柱としています。 
初心者向けのＬＧＢＴ問題についての取組み

として、レインボーカフェ３７１０のメンバ

ーが昨年７月にＬＧＢＴ×アライ（協働パー

トナー）交流会を実施しました。また、昨年

１月にはレインボーカフェ３７１０のメンバ

ーが講師となって「ＬＧＢＴを知ろう！」と

いう区民向け講演会を実施しました。 
今後とも、初心者向けの交流会や講演会を実

施するとともに、実施にあたっては「気軽に

参加してください」などの呼びかけをするな

ど、より初心者にも参加しやすいよう工夫し

ます。 

２ 

「レインボーみなりん」をあしら

ったステッカーの多目的トイレへ

の表示は、新たに専用のトイレを

つくってそこに貼るものですか。 
 
 
 
 

ＬＧＢＴのシンボルであるレインボーをあし

らった「レインボーみなりん」のステッカー

は、不特定多数の方が使う多目的トイレをト

ランスジェンダー※の方がより利用しやすく

するため、既設の多目的トイレに貼っていた

だきます。また、この取組みをとおして、多

目的トイレの設置も奨励しています。 
 
※身体の性と心の性（性の自己意識）が一致

しない、性別に違和を感じている人々。 

３ 

不登校児童生徒の支援の新規事業

は、モデル校で実施とのことだが、

モデル校のみの実施となったのは

ボランティアが不足しているから

か。 
 

平成 29年度は、平成 30年度以降の本格実施
に向けた先行実施であることから、モデル校

実施となりました。平成 29年度実施した効果
を検証した上で、事業拡大などについて検討

します。 
 



 
 

４ 

築港中学校の給食が親子方式に変

わったが、子どもたちの反応はど

うか。 
 
 
 

港区では、平成 28年９月から、築港中学校の
給食を築港小学校で作る、いわゆる親子方式

に移行しています。 
保温食缶により副食が温かく提供されてお 

り、おいしいと好評で、また、分量調整がし

やすく、おかわりの希望にも応えることがで

きていることも好評で、残食も大幅に改善さ

れています。 

５ 

芸術文化青少年育成事業は中学生

が対象となっているが、小学校

５・６年生であれば、同じような

内容でも実施できると思う。小学

生を対象としてもらえないか？ 

港区の歴史学習、港区ゆかりの芸術作品鑑賞

及び作品制作を１セットとしたワークショッ

プによる芸術文化を支える人材育成を目的と

する事業であることから中学生を対象としま

した。 

６ 
 

大阪プールには、50ｍプールと飛
び込みプールがあり、水泳の指導

者もいる。大阪プールと学校が連

携した取組みができないか。 

区では、教育に関する取組みとして、区の特

性や強みを活かして、子どもの学力・体力の

向上や特色ある学校づくりを支援していま

す。 
平成 27年度から、会場使用料やスケート連盟
の講師の派遣を区が負担し、大阪プールのア

イススケート場における小中学校の授業によ

るスケート教室を支援しています。 
大阪プールと学校が連携した水泳の取組みに

ついても、実現に向けて、検討・調整を行な

います。 

７ 

学校選択制によって一部の小学校

で児童数が少なくなっている状況

について、区としてどう考えてい

るのか。 
 
 
 
 
 
 

 

港区では「ぜひこの学校に行って学びたい」

という積極的な希望に応える制度とし、小学

校の学校選択制については、通学の距離や安

全確保の観点から隣接地域の小学校の中から

選択することとしています。小学校の学校選

択制は平成２７年度入学者を対象にはじま

り、３年目となります。 
学校選択制を導入した場合、結果的に、児童

生徒数の増減が生じることがあります。小学

校については、現状では、児童数の増減が若

干名にとどまっている事から、その推移を注

視していきます。 

８ 

港区の小学校の適正配置は、今後、

どのように取組んでいくのか。 
 

平成 28年７月に策定した「大阪市港区まちづ
くりビジョン」に記載しているとおり、平成

30年度末までに、適正配置の対象となってい
る小学校の適正配置計画を策定します。 

 


